
８
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」で
す
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道
路
の
損
傷
な
ど
に
つ
い
て

情
報
提
供
の
お
願
い

道
路
通
行
時
や
自
宅
付
近
な
ど
で
次
の

よ
う
な
箇
所
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
土
木

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
道
路
の
陥
没
・
穴 

◇
側
溝
の
段
差
・ガ
タ
つ
き
・
隙
間
・
破
損 

◇
側
溝
の
排
水
不
良
・
水
路
の
つ
ま
り

◇
道
路
敷
地
内
の
不
法
投
棄
・
放
置
自
転
車

◇
通
行
の
支
障
に
な
る
枝
木
や
倒
木

◇
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
破
損

◇
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
損
傷

市
で
は
、
道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
修
繕
な
ど
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
早
期
対
応
の
た
め
に

市
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。
連
絡
は
、
電
話
、
マ
イ
レ
ポ
は

ん
だ
（
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
）
、
窓
口
等
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

公
共
施
設
の
行
事

子
育
て
ひ
ろ
ば

カ
レ
ン
ダ
ー

道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経
済
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
財
産
で

す
。
道
路
を
美
し
く
、
安
全
に
維
持
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
こ

の
機
会
に
、
道
路
の
意
義
・
重
要
性
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
足
元
の
安
全
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▲道路側溝の詰まり

道
路
や
水
路
の
維
持
管
理
の
お
願
い

こ
れ
か
ら
台
風
の
季
節
と
な
り
一
度
に

大
量
の
雨
が
降
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

浸
水
や
ご
み
の
流
出
な
ど
の
被
害
を
拡

大
さ
せ
な
い
た
め
に
、
次
の
点
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
道
路
や
水
路
に
も
の
を
捨
て
な
い
。

◇
道
路
に
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
を
置
か
な
い
。

◇
畑
や
荒
地
か
ら
土
砂
な
ど
が
流
れ
出
な

い
よ
う
防
止
対
策
を
す
る
。

◇
刈
り
取
っ
た
草
は
す
ぐ
に
片
づ
け
る
。

◇
敷
地
内
の
樹
木
の
落
ち
葉
な
ど
が
道
路

や
水
路
に
飛
ば
な
い
よ
う
早
め
に
片
づ

け
る
。

■
問
合
わ
せ
　

　

土
木
課　


v
０
６
６
７

▲こちらからマイ
レポはんだの説
明動画を見るこ
とができます。

　市では、「住みたい」「住み続けたい」「訪れたい」と言われる
まちを目指し、昨年度、市民や事業者のみなさんと「ふるさと半
田応援団会議」を立ち上げ、今年度から効果的に情報発信を行う
ための“シティプロモーション”（まちの売り込み）に力を入れて
います。
　今や、ブログ、フェイスブック、ツイッターなどにより、誰もが情
報発信できる時代となりました。シティプロモーションにおいて
は、市民のみなさん一人ひとりによるＰＲがとても効果的です。
　そこで、「ふるさと半田応援団会議」の取組の一環で、全国を
飛び回る人気講師を招き、相手に伝わる情報発信のコツなどにつ
いて講演いただきます。

■日時　９月９日（土）　10時～11時20分
■場所　ミツカングループ 本社2階 会議室
※駐車場は、ミツカンミュージアム第二駐車場をご利用ください。
■対象　広報に関心のある方ならどなたでも（参加費無料）
■定員　100名（先着順）
■申込み・問合わせ　8月28日（月）までに、氏名、所属（あれば）、
電話番号を、電話またはEメールなどで企画課へ　84-0605
　□FAX25-2180　Eメール　kikaku@city.handa.lg.jp

ＮＨＫ、イベント企画会社で広報・企画を担当し、現在はＮＰＯの理事長として
地域課題解決のサポートを行っている。（社）日本パブリックリレーションズ協
会認定「ＰＲプランナー」。日本広報学会所属。

講師 ＮＰＯ法人 Ｍブリッジ
代表理事　米山 哲司 氏

よねやま　　さとし

情報発信力
向上セミナー
情報発信力
向上セミナー


